
ASAは国の委員会に専門家団体として参加し、また多くの自治体のアスベスト対策会議にも参加し、
災害時協定の締結も増えてきており、信頼される団体となってきています。ASAの会員はホームページ
に掲載され、都道府県別に対応可能な会員検索ができます。ASAの会員は技能向上・信頼性向上の
ためのスキルアップ講習等が受けられます。またASAには相談窓口があり、実務熟練者や学識者から
のアドバイスを受けることができます。会員の皆様にはASAの会員であることが信頼性のある調査者
である証となるような団体を目指します。

1	教育・研修の開催案内 3	熟練者からのアドバイス

2	ホームページでの会員と
所属会社を紹介

4	会員間の交流と情報交換

　ASAの研修を随時ご案内します。ASAの
研修は非会員でも受けられますが、会員の皆
様には20〜30％OFFの会員価格で提供して
います。

　調査の実務では、判断が困難な建材
や除去工事等に関連して回答を求められることも少なくあ
りません。ASAには経験豊富な調査者がたくさんいます。
会員はベテランの調査者から困ったときのアドバイスを受
けることができます。

ASAでは更新講習後や総会後に情報交換を兼ねて懇親
会等を開催します。（新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、実施しないことがあります。）多くの人材と知己をもつこ
とにより、この分野で多くの情報を得ることかができます。

▶会員のメリット◀

一般社団法人

建築物石綿含有建材調査者協会 
〒101-0061　東京都千代田区神田三崎町二丁目13番1号　田辺ビル4階 
TEL：03-6272-8745　FAX：03-6272-8746
email： info@asa-japan.or.jp� http://asa-japan.or.jp

2-3ページ参照

　ASAのホームページでは、会員一覧だけで
なく、調査に対応できる会社、除去に対応でき
る会社が検索できるようになっています。会員
になることでビジネスチャンスにつながります。

5	会員としての信頼
　調査・分析業務で最も重要なことは信頼性を得ることで
す。そのためASAは会員資格更新のための更新講習を行っ
ています。国も資格取得後の定期講習の受講が重要である
ことを認識しています。ASAの会員になることによって一定
の信頼を得ることができます。 

ホームページをチェック！

入会は

一般社団法人
建築物石綿含有建材調査者協会（ASA）

入会のご案内
　建築物石綿含有建材調査者には、事前調査で石綿含有建材を的確に見つけ

出し、建物を利用する人々や、解体・改修作業に従事する労働者と周辺住民の

健康を守るという重要な社会的役割があり、法改正により、調査者の役割は

拡大し、責任も重くなりました。

　しかし、事前調査を適正に実施するためには、講習で得られた知識だけでは

不十分なことに皆様もお気づきのことと思います。

　ASAは、建築物石綿含有建材調査者を会員とする協会として、会員の皆様

へ建材ツアーや現地調査実習、試料採取実習などの継続的な教育・研修の

提供、情報提供を実施しております。この機会に是非ASAにご入会ください。

一般社団法人建築物石綿含有建材調査者協会

代表理事　貴田 晶子

4



1　Eマガジン 2　ニュースレター

　ASAは、熟練のインストラクターにより、実務に役立つ教育を
継続して提供します。 

アスベストに関する法改正、通達等の行政の動向をいち早くお知らせします。
また、石綿関連の報道を収集し、知っていただきたい情報を適宜お届けします。

1　新人調査者研修

2　スキルアップセミナー

3　更新講習

4　実地研修

　新人調査者向けとして調査者倫理、調査に必要な
基礎的な知識と技能を習得して頂く研修をeラーニ
ングで実施しています。

　会員向けの専門的な座学講習です。建築、分析、
法規、建材、リスク等の専門家による一段深い内容を
分かりやすく説明し、レベルアップを目指します。

　会員資格を継続するための座学講習です。ASAの
活動報告や調査者が知っておかなければならない法
改正や新しい技術等を中心とした講習を、eラーニン
グで開催しています。

　実際の建物を使用した実技講習です。設計図書の
読み方から建材ツアー、現地調査の方法等について
少人数で学び、スキルアップを目指します。事務所ビ
ル、木造建築物での事前調査の流れに沿って調査者
の実務を学ぶことができます。

　省庁からのお知らせ、協会の研修の告
知などの会員の皆様に必要な最新の情報
を随時発信しています。

　基本的に毎月発行しています。国内外の石綿に関
連する報道や情報、会員からの質問とその回答、賛
助会委員の紹介などについてお知らせしています。

座学の講習だけでなく実務での課題や問題に関する
意見交換会も行います。

実際の建物でインス
トラクターから構造・
施工方法を交えての
調査や採取の具体的
な方法を説明します。
見落としやミスジャッ
ジをしないポイントを
解説。

建材を採取して層の確認方法を解説。

多くの実建材サンプ
ルを展示。レア建材も
あります。
（見て、手に持つこと
ができます。）

▶ 2021年の内容

① ASAの活動紹介
② 調査者の倫理
③ 石綿含有建材について
④ 保護具の使用方法と試料採取
※各1時間程度の動画講習

▶ 2021年の内容

① 一戸建て建築物の石綿調査
② 環境省・厚労省合同マニュアルの解説
③ 建材の種類と分析方法の選定
④ 建材の識別方法の提案
※会場とオンラインでの参加が可能

▶ 2021年の内容

① 石綿関連法規の改正
② レベル3建材の除去計画
③ 完了検査の提案
※各1時間程度の動画講習で、
最後に簡単な習熟度試験があります。

① 書面調査
② 現地調査
③ 試料採取
④ 報告書作成から発注者への説明
⑤ 行政への報告、掲示、備え付け、記録

情報提供

ASAの教育・研修

・島根県内の廃業したホテル
・名古屋市の公共研究施設
・札幌市の公共施設
・埼玉県の公共施設

・広島市の公共施設
・寝屋川市の公共施設
・江東区のオフィスビル

実績
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